
10年ビジョンに向けて
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多様な交流の場としての
機能強化

集会行事の活性化

学術誌の
国際的価値向上

地域との連携強化

人材育成、
若手支援の強化

グローバル化、
多様性の推進

会員価値の向上

公益活動の強化

情報発信力の強化

組織力の強化

(1) 社会の変化に対応可能な柔軟な部門制の実現
(2) シーズとニーズの交錯によりイノベーションを創出する仕組み作り
(3) 若手が活躍しやすい人的ネットワークの構築

(4) 年次大会、部門講演会、支部講演会の見直しと活性化
(5) 社会的な課題を捉えたテーマ設定と産官学連携による解決に向けた議論
(6) 国内外の他学会との連携強化

(7) 投稿論文、掲載論文の量・質の向上、IFの取得
(8) 投稿、アクセスのグローバル化、レビュー期間の短縮
(9) オープンアクセスの利点PR、発信力の強化

(10) 地域の特徴を活かした支部の活性化
(11) 地域産業界（特別員）との連携強化
(12) 地域会員の多様化の推進とコミュニティ機能の強化

(13) 将来の機械工学を担う人材像の明確化と教育機関との連携強化
(14) 若手の自己啓発支援、キャリアアップ支援機能の強化
(15) 学生と社会との橋渡し機能の強化

(16) グローバル化、多様化のあるべき姿の明確化と戦略の策定
(17) グローバルな課題への対応力の強化
(18) LAJ、国際チャプター、International Union活動の拡充

(19) 会員の地位向上に向けた取り組みの明確化とアクションプランの策定
(20) 生涯にわたる自己実現の場の提供
(21) 会員（正員、学生員、特別員）メリットの向上

(22) 専門家集団としての社会貢献の強化
(23) 規格・標準化、認定事業の拡充
(24) 「機械の日」「機械遺産」活動、小中高生に対する啓発活動の継続強化

(25) 広報、情報、出版に関する企画、運営体制の強化
(26) 会員に対する情報サービス向上の継続
(27) 海外に向けた情報発信力の強化

(28) 経営企画力の強化、ガバナンスの強化、情報インフラの整備
(29) 財政の中長期ビジョンの策定とそれに向けてのアクションプランの明確化
(30) 本会プレゼンスの向上

10年活動方針 10年アクションプラン
リーディング・ソサエティ

としての学会

学術のトップランナー
としての学会

イノベーションを創出する
人材の育成を担う学会

世界に開かれた
多様性に富んだ学会

社会的責任を担い
持続的に発展する学会
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